
科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

２５４０７

基盤研究(B)

2014～2011

「ＥＳＤ」にアプローチする「地域・世界遺産教育」の創造

Creation of Local and World Herritage Education to aproach ESD

１０１７９８６４研究者番号：

田渕　五十生（TABUCHI, ISOO）

福山市立大学・教育学部・教授

研究期間：

２３３３０２５９

平成 年 月 日現在２７   ６ ２３

円    13,700,000

研究成果の概要（和文）：「ＥＳＤ」は「２１世紀における市民教育」(Citezensip Education)である。我々は、「Ｅ
ＳＤ」のツールとして、新しく「世界・地域遺産教育」と云う概念を造り、「何処でも誰でも」実践ができる「教材事
例集」を作成した。それは、研究協力者が日本の世界遺産の全てにフィールドワークを行い、授業実践にかけて作成し
たものである。それを使用すれば「何処でも、誰でも」ＥＳＤにアプローチ可能な内容になっている。また、日本の教
育現場では、「グローバル・シティズンシップ教育」の概念は未知である。我々は、その概念を紹介して「多文化共生
」の実践事例集付きの冊子を刊行した。

 

研究成果の概要（英文）： 　"ESD" is "Citizenship Education in the 21st century". We created a" Notion of 
the Regional and World Heritage Education" as a "Tool of "ESD"　in order to make any teachers can 
approach to ESD with accuracy .We collected " Educational Lesson Plans" with the help of collaborated 
researchers and teachers who made field work at all the World Heritage Cites in Japan. Also they have 
experiences of making educational materials and examined own educational practices.
 　 As another aspect we introduced "The Notion of Global Citizenship Education". It is unknown among 
Japanese Teachers. We discussed to make clear the Notion of it by International Workshop with 
International researchers. We made a Booklet on "Grobal Citizenship Education with how to make practice 
on it. The Booklet is consist of introducing Theory on " Global Citizenship Education “of Advanced 
Countries of it such as England and Canada. The Booklet insists the necessity of making Multi Cultural 
Communities.
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１．研究開始当初の背景 
 （１）2005年度、国連が「ESD10年」（D-ESD）
を提起した時、多くの教育現場は“ESD=What”
の状況であった。研究代表者である田渕は、ユ
ネスコの動向を察知して、2008～10 年にかけ
て、「ユネスコの提起する世界遺産教育の内容と
教育方法の創造」と題するテーマで科学研究費
を受けて、その『報告書』（総ページ 200）を刊
行した。また、奈良市をはじめとする世界遺産
を有する地方自治体をネットワークして「世界
遺産教育連絡協議会」発足させた。その組織は、
毎年、「世界遺産教育サミット」を開催し、全国
のそれぞれの地域で、ESDとリンクさせた世界
遺産教育の実践力を深化させている。 
けれども、世界遺産を持たない多くの地域の
教育現場では、ESD に対する反応は鈍かった。
そこで、たとえ世界遺産が存在しなくても、そ
れぞれの地域にある優れた文化遺産や、次世代
に遺したい美しい景観などの「地域の文化遺産
や自然遺産」に注目して教材化すれば、その教
育はESDに通じており、ESDは全国どの地域
でも実践可能であると訴えて、「地域・世界遺産
教育」という概念を提起した。 
（２）「シティズンシップ教育」は 2000年代に
英国を中心にＥＵ圏、カナダ、米国に影響を与
えている。そして、現在では、マレーシア、シ
ンガポール、オーストラリア、ニュージーラン
ドなど世界的（Global）に拡大しており、現時
点では「グローバル・シティズンシップ教育」
が論じられている。けれども、日本で注目する
研究者は非常に限定されていた。 
 
２．研究の目的 
 （１）日本の学校教育現場に ESD を浸透さ
せることが最大の目標であった。その具体的な
方略として、「総合的な学習の時間」や小学校高
学年・中学校の社会科教育で「何処でも・誰で
も」実践できる「地域・世界遺産教育」をツー
ルにした ESD の教材事例集を作成することに
した。 
（２）他方、「グローバル・シティズシップ教育」
については、その理論的分析と先進的な実践を
展開している国々の研究者とのワークショップ
を開催して、「我々が地球市民社会の構成員」で
あるという意識を内面化させる実践プランを明
らかにしようと考えた。 
 
３．研究の方法 
研究方法は、文献調査、フィールドワーク、
授業実践とそれを考察したアクション・リサー
チ、実践成果を持ち寄ったワークショップであ
る。文献調査は研究テーマに関する内外の書籍
である。フィールドワークは日本の全ての世界
遺産サイト、および比較参照する海外の世界遺
産サイトである。 
授業実践とそれを考察したアクション・リサ
ーチであるが、実際に授業実践の場（教室）を
持つ研究協力者が授業実践にかけて、実践を対
象化した考察を行い改良するアクション・リサ
ーチを行い、実践知を研究者間で共有しようと

いうものである。 
実践成果を持ち寄ったワークショップは「地
域・世界遺産教育」については国内研究者と教
育現場に軸足を置いている研究協力者で行い、
「グローバル・シティズンシップ教育」では海
外の研究者と国内の研究者の間で行う形式にし
た。国内の責任者は分担研究者の池野が務めた。 
 
４．研究成果 
 （１）「地域・世界遺産教育」がESDのツー
ルになる教育学的な認識の獲得 
「世界遺産教育」（ 略称 ＷＨＥ）は既に世
界的に認知されているが、世界遺産を通して自
分たちの地域の文化遺産や自然景観を意識的に
見直すことで ESD にアプローチ可能である経
緯が社会科教育学会や教育現場で深まっている。
「日本社会科教育学会」、「全国社会科教育学会」
「社会系教科教育学会」で研究代表者のみなら
ず分担研究者、研究協力者の発表が相次ぎ、
「ESDのツールとして『地域・世界遺産教育』
の必要性」は教育現場の先生方の腑に落ちる形
で認識されはじめている。その経緯は、「日本社
会科教育学会」2014年度の研究大会の課題研究
テーマで「ESDで社会科はどう変わるか」が討
論されたことに見ることができる。 
また、日本国際理解教育学会の学会誌『国際
理解教育』（第 18号 2012年）は「ESDと国際
理解教育」の特集号である。そこには、研究代
表者の田渕と研究協力者の祐岡の「国際理解教
育としての世界遺産教育」が掲載されているが、
内実は「地域・世界遺産教育」と ESD につい
て論じたものである。 
（２）「世界遺産学習全国サミット」を通しての
ESDの浸透 
研究代表者が奈良教育大学に在籍していた

2010年に奈良市教育委員会と連携して、世界遺
産が存在するか世界遺産登録を目指す地方自治
体の教育委員会をネットワークする「世界遺産
学習連絡協議会」を結成させた。それ以降、「世
界遺産学習全国サミット」は、分担研究者の西
山と中澤が中心となって毎年開催されて、2014
年 11月 9日に第 5回大会が開催された。ちな
みに同大会では 9分科会 18本の実践報告が行
われている。 
現在「世界遺産学習連絡協議会」に加盟して
いる地方自治体の教育委員会は 26 に達して全
国規模になっている。毎年、それぞれの地域か
ら実践報告が提出されて、参加者間で実践知の
共有と蓄積が継承されている。 
（３）分担研究者中澤と奈良教育大学のESD推
進活動 
研究代表者が奈良教育大を去った後は、分担
研究者の中澤静男が中心になってESD浸透の
推進役を果たしている。奈良教育大学は2007年
7月に大学として最初にユネスコスクールに加
盟し、ユネスコスクールを支援する大学間ネッ
トワーク「ASP Univ.Net」を組織した。そ
して、中澤が組織の事務局長を引き受け、各種
の企画を通して日本におけるにＥＳＤ推進の牽
引役を果たしている。その具体的な一つが、「ユ 



ネスコスクール研修会」を4年間で13回も開
催している事実である。参加者総数は2000名を
超えている。 
また、2013年には、「第4回ユネスコスクール
全国大会」の会場校として、企画・運営を行っ
ている。さらに、学内に学生を組織した「ユネ
スコクラブ」を立ち上げ、台風被害に遭った世
界遺産の熊野古道の道普請ボランティア活動や
東日本大震災では大学を挙げての支援活動を行
った。 

2014年10月に開催された「国連持続可能な開
発のための教育の10年」の閉会総会で、日本が
提出した『ジャパンレポート』の中の第3部に
「日本の優良事例 30例」が挙げられているが、
大学の優良事例は、宮城教育大学と奈良教育大
学の二大学だけである。その評価がすべてを物
語っている。  
（４）研究代表者の地域遺産の教材化の成果 
研究代表者の田渕は、2011年 4月から新設さ
れた福山市立大学（広島県）に移った。田渕は、
福山駅頭の「五浦釣人像」（文化勲章を受章した
平櫛田中が岡倉天心をオマージュした像）に注
目して、それを教材化した実践報告を日本社会
科教育学会で発表を行った。それは、地域の文
化遺産を掘り起こして教材開発の事例として一
般化でき、小学校段階でも中学校段階でも可能
である。実践した田渕の意図と受講者全員のレ
ポートが掲載された中間報告書（その 1）『仲間
と共に学び合った福山の歴史と文化遺産』（A４
版 総ページ 82）として刊行されている。地域
遺産の教材化の理論を共有化を意図したもので
ある。さらに「社会科指導法」の授業で学生た
ちを 8つの文化遺産へフィールドワークさせて、
教材化する実践報告を、中間報告書（その２）
『地域の文化遺産教材化』（A４版 127頁）を刊
行して、地域の文化遺産の教材化の方途を示し
た。 
（５）Global Citizenship Educationの理論的
考察 
グローバル・シティズンシップ教育の実践の
可能性を探る国際的なワークショップは、研究
分担者である池野範男と草原和博を中心にして
行われた。２度の国際会議を経て『多文化と社
会的包摂の視点から考えるシティズンシップ教
育』（総ページ 155）というタイトルで刊行され
た。また、池野の研究成果のエッセンスは、日
本教育学会の『教育学研究』（第 81 巻第 2 号 
2014年）に「グローバル時代のシティズンシッ
プ教育―問題点と可能性：民主主義と公共の論
理―」に掲載されている。 
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